
水は、毎日の暮らしに欠かせない大切な資源です。
私たちが当たり前のように使っている水も、丁寧に向き合うことで、

より安全に、より大切に使っていくことができます。
清泉設備は、浄水器カートリッジの製造・販売を行う企業として、

「おいしい水を届けること」と「環境にやさしい選択肢を広げること」を目指し、
日々の取り組みを進めています。

清泉設備の取り組み

■資源を無駄にしないものづくり
（SDG12：つくる責任つかう責任）

当社では、製造工程における梱包資材の削減と再利用に努めています。

カートリッジ部品を工場へ輸送する際には、一度使用した段ボール箱

をそのまま再利用し、加工後も同じ箱を使うことで、廃棄物の削減と

資源の有効活用を実現しています。小さな取り組みですが、ものづく

りを担う企業として大切にしている姿勢です。

■ペットボトルに頼らない暮らしの推進
（SDG6：安全な水と衛生／SDG13：気候変動対策／SDG14：海
の豊かさを守ろう）

浄水器の利用は、ペットボトル飲料水に頼らない暮らしにつながり、

プラスチックごみの削減にも大きく貢献します。

ペットボトルは海洋プラスチック問題の一因となり、海の生き物を傷

つけてしまう事例も世界中で報告されています。

また、ペットボトルの製造・輸送には多くのCO₂が排出されるため、
気候変動の観点からも削減すべき対象です。

「家でおいしい水を飲む」

「マイボトルに浄水を入れて持ち歩く」

そんな日々の小さな選択が、環境を守る大きな力になっていきます。

■技術で支える“安全な水”の提供
（SDG6：安全な水と衛生）

当社の浄水器カートリッジには、中空糸膜フィルターを採用していま

す。赤サビ、微生物、雑菌、そしてマイクロプラスチックの除去にも

対応しており、身近な水をより安全で安心な水へと整える役割を果た

します。世界には、安全な水を確保できず健康被害や衛生問題に苦し

む地域もあります。浄水技術の普及は、SDG6「安全な水とトイレを
世界中に」への貢献にもつながります。
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